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〔(社)日 本 家 政 学 会

家庭生治認識( C っいて(71 性羞
大阪数奇大　　 新福祐子　加地芳子　野田文、子　o 藤田敬代

目的　 視 軋 中 俘机 技財･ 家庭 科 にお･↑ゐ家 庭系列 へ・ 男 子秉 りX れ の実施， 高校 家庭

一般 の男十 共 修問題 等， 男 子・ 家庭 研 学習 い対 寸 乙社会 の熟 いi  ,t-速バ 高まりっ つあ ね．

家庭 糾 が男を 共,^ 学習 でさ る一般 良科 とし てこれら の牟 請に 応ヽ えていくため には,   男今 生

徒 の興味･ 関 心，能 力等＆把握 し， その上に立 づ- 指 導内容・ 指 専方俵 の検討 が,必乖 であ

る.　そこで， 象庭 生活にお'T  乙中学 生の聞 ≪-ヽ，能 力 等に みられ 心性羨 を^ヽこヽ理学の立.場ヵヽ ら

兜明 一すらこY. を目的 とした．

方法　 昭^p59 年 川月に大限 府 東部 の市立日 中学校 にお い て，中 学 ／年, 男 子//5 亀-tr

子／02 )b, すす/ ゐ を対象 に，質問紙 にj: る調査 を行7 拉．調 査内各 は家庭 生活 に対t る

関八ご，知 謳 理解戻， 家,庭 生.活 事象に対 寸る認識， 生治 と 色 ねヽどにつ． ててあ る．

結果　 叡庭 生活に対 寸 乙関心 及iA-知識 理解東 はぞ チ*--あ く， 衣'k.活 に関 寸乙西各に男キ

左か み られた ．i 紅, 枚 量的 判片 力は男irt.  i  隔 心 川 氏≫ヽ つu.  生活z  色・ イ メージ は，

好 きな 色に性 胤豺みられた ．象庭 生.活 亭象 の・f メ- ジ化 とし て与え にセー9  ー,   眠 荻と

い う単語 むヽ ら の連侭 につい ては, 卵 に性瓜 はみられ 劃 セ ー9  － は男 子のイメ ージ のにが

りひ川 さむ，つた 。3 に， 蒙 につい ては, 男 子に家 のﾀﾄ 昔佃 らヽ政部 へ のイメージ化 がみ られ

拉． 家 庭生活 場面 の認 識にっ い ては，男 子a--孝史認 識ト 乙ど ま 心のに対 し,  分 子iati.活的

判断 力， 及び 生 活的 鳶展O'^み らK,    家庭 生活 に対 すゐ認 諏ド 男-ii'羨ft^-み ら れひ.

教科 と性差 の関係lJ ， 性羨 を認 め て教科 を渚 えろ方汰 と， 性羨 £りヽ くｊ 方向 で放粉 £鳥

え 心方砥が考 えられ る炉 ． この点 につい てぐ らに梗 討が必乖 であ ん．
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中 学 校 家 庭 科 の 被 服 領 域 に* ■け る 材 料 学 習 と し て 、 布 の 吸 湿 性 、 吸 水 性 、 保

ヽ 丈 夫 さ な ど が あ げ ら れ る 。　こ れ ら ○ 性 質 を 児 童 ・ 生 徒 に 分 か* や す く 説 明

、 手 軽 に で きヽ 科 学 的 で 観 察 的 々 実 験 方 法

必 要 が あ る 。 本 研 究 は 指 導 書 、 教 科 書 等 に 頻

る 布 の 丈 夫 さ に つ い て 、 手 軽 な 測 定 方 法 と 授

!) 入､n  方 を 検 討 し た 。 布 の 丈 夫 さa 引 張 り 、 引

摩 耗 な ど の 強 さ を 含 めit   i,   の で あ る が 、 こ こ で

具 と し て 使 え る 引 恨 り 強 さ を｡取 り 上 げ た 。

1，引 張*  '試 験 器 の江 夫^）（ 分 銅’法 一 図 ／、 テ･y    ジ

ジ 法 一 図.2   ） ： ホ フ マ ン 氏 ピ ン チ コ ッ ク 、 フ イ

ケ ー ス<0 利 用 。 ｌ 授 業 へ の 取i 入 れ 方 ： 水 、 ア ル カ　　
図 ／

漂 白 剤 、 日 光 な ど に 対 す る 丈 夫 さ の 測 定 。

結 果 ： 図/ 、2    は 学 校 現 場 で 使 え る よ5    fc工 夫 し た 引

張!? 強 さ 試 験 器 で あ る 。 図3 は 万 能 型 引 張!? 試 験 機 と 分

銅 法 にX    る 比 較 で 、 こ のi    5  左 簡 単 政 装 置 で も 布 の 強 さ

を 測 る こ と が で き る 。 ■t   -k.、 水 、 ア ル カ リ 、 漂 白 剤 、 日

*  な ど に よ る 布c 強 さc 変 化 も と ら え る こ と が で き る 。

1) 日下部：「小・中学校でできる被服材料実験J   p/≪3   (家政教育社）

引
張
夕
切
断
強
力

卯

121 J

ト 織物

万引試　 分
能張験　 餉
型um　 法

ﾉヽ y ドル　　 ピ･yチコヅク　 テy  シ.X ゲージ

庄 屋 回 ⊆ 回


